
じゅんさい池

　じゅんさい池は明治以前に造られた農業用ため池で地域の農地2haを灌漑していま
す。平成22年3月全国の「ため池百選」の一つに選ばれています。その名のとおり夏に
は水面一面にジュンサイが繁茂し、6月に丸太イカダに乗って行う「ジュンサイ摘み」
は集落の年中行事になっています。また、貴重な水中植物のほか多様な生き物が生息
する環境が維持・形成されており、地元自治会では草刈、ごみ拾い、遊歩道の整備を
行っているほか、植樹も行い池の環境整備に努めています。

阿賀野市村岡 村岡自治会 ため池

新江幹線用水路

　1734年に水不足に悩まされていた阿賀野川右岸の人々が新発田藩から幕府に願い出
て水路を開削しました。延べ4万3千人を超える人々と千両を超える資金を投入し、僅
か10ヶ月で33.6kmの水路を完成させ、凶作のときも人々を飢えから救ったという話が
残っています。現在は阿賀野川頭首工で取り入れた農業用水を2,300㏊の農地へ灌漑し
ています。両岸約5kmに咲く桜は地域の人々に今も安らぎを与えています。

阿賀野市六野瀬～
新潟市北区長戸呂

阿賀用水右岸土改
連合
(管理受託)

用水路

西幹線用水路
放水路

　阿賀野川頭首工から取り入れた農業用水の残水を東大通川へ放流するための水路で
す。定期的な保全活動と併せて周囲は植栽され、地域の親水空間として利用されてい
ます。

新潟市秋葉区 新津郷土地改良区 用水路

県営低位部
第三号支線
用水路

　阿賀野川頭首工から取り入れた農業用水が集落を流れているため、定期的な保全活
動と併せて周囲は植栽され、沈砂池での魚のつかみ取りなど地域の親水空間として利
用されています。

新潟市秋葉区 新津郷土地改良区 用水路

まさくら
水辺の里

　平成10～11年に土地改良事業により整備された延長500mの水路で市民公募により
「まさくら水辺の里」と命名されました。細い枝を束ねた「そだ」が使われ自然に近
い護岸は景観と水辺の生き物に優しい構造になっています。隣接地には遊歩道・休憩
施設も整備され地域の憩いの場になっています。

新潟県五泉市川瀬
五泉市
(まさくら水辺の
会に親しむ会)

排水路

瓢湖
(外城堤)

　瓢湖（外城堰）は江戸寛永16年（1639）に灌漑用水や洪水時の調整池として造成さ
れた水源施設でしたが、現在はその役割を阿賀野川の用水施設や福島潟を守る排水施
設に譲っています。昭和29年に日本で初めて野生の白鳥の餌づけに成功してから白鳥
の飛来地として天然記念物に指定され、平成20年にはラムサール条約の登録湿地とな
りました。ピーク時には5,000羽を超える白鳥が羽を休める冬の新潟を代表する観光地
です。

阿賀野市水原 阿賀野市 貯水施設

沢田排水路

　沢田排水路は平成12年から平成19年に地域住民や小学生と一緒になり、環境に配慮
した整備が行われた排水施設です。特産の自然石を使い生態系に優しい空石積（から
いしづみ）の水路に改修しました。期待通り魚種が倍近くに増えるなど多様な水生生
物の生息が確認されています。

阿賀野市沢田 阿賀野川土地改良区 排水路

新渡用水路

　新渡用水路は阿賀町豊実新渡地域の農地6haを灌漑するための用水施設です。江戸初
期から利用されている全長2.5kmの山腹土水路で維持管理に苦労していましたが、平成
23年までに水路を管路化するリニューアル工事を終え、これからも地域の農業を支え
ます。

東蒲原郡阿賀町豊実 新渡農家組合 用水路

第1～4号ファー
ムポンド

　これらのファームポンド(ため池)は出雲崎町神条の農地26haを灌漑するための水源
施設です。渓流水も少ない5a程度の未整備地域で田越し灌漑で用水管理に苦労の多い
ところでしたが、近年、ほ場整備と併せ水源施設を整備し近代的な農業ができるよう
になりました。

三島郡出雲崎町大字神条 神条生産組合 ため池

阿賀野川頭首工 阿賀野市小松

新潟県
(阿賀用水右岸、
阿賀野川左岸土改
連合)

頭首工

　阿賀野川両岸に広がる４市（新潟市、新発田市、五泉市、阿賀野市）の水田13,000
㏊に水を供給する県内最大の取水施設で昭和38年から昭和59年に国営事業によって整
備されました。農業用水のほか、新潟臨海工業用水、新潟東港地域水道用水、阿賀野
市の上水道もこの施設で取り入れています。

種別

種別

管理者

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

種別

１．清らかな水とジュンサイの阿賀野 村岡のため池

２．県最大の水量誇る 阿賀野川の用水施設

３．宝珠山の緑が映える 沢田排水路

４．リニューアルした 阿賀町豊実の新渡用水路

５．良寛の里に稔りの息吹 出雲崎 神条のため池

種別施設名 施設の概要、特徴 所在地



甲池・乙池

　甲池・乙池は旧能生町藤崎地区の農地21haを灌漑するための水源施設です。昭和12
年に造られ甲池(貯水量2万㎥)、乙池(貯水量1万㎥)で平成10年改修が行われ地域住民
とともに保全活動が行われています。 糸魚川市藤崎 丸山用水組合 ため池

集田ため池

　集田ため池は旧能生町高倉地域の農地10haを灌漑するため明治初期に造られた水源
施設です。高倉集落ではため池(貯水量約3万㎥)周辺を遊歩道として都市農村交流や地
域活性化に取り組んでいます。

糸魚川市高倉 高倉集落 ため池

山寺ため池

　山寺ため池は糸魚川山寺地区の農地3haを灌漑するための水源施設です。慢性的な水
不足を解消するため平成18年に造られ地元住民が芝桜を植えて大切に管理していま
す。

糸魚川市山寺 糸魚川市土地改良区 ため池

水頭ため池

　水頭ため池は糸魚川市大和川地域の農地45haを灌漑するための水源施設です。ため
池は貯水量約3万㎥で昭和10年に釜沢用水を引いて造られました。森林公園に隣接し緑
豊かな景観の中でキャンプや散策に多くの市民が訪れます。 糸魚川市大和川 糸魚川市土地改良区 ため池

稲荷頭首工

　稲荷頭首工は姫川右岸の農地22haを灌漑するための取水施設です。ジオは地球、大
地という意味で科学的に特に貴重な地質遺産を観察できる場所がジオサイトです。糸
魚川ジオパークには18のジオサイトがあり施設はその１つ姫川渓谷ジオサイトにあり
ます。我が国屈指の急流の姫川(勾配1/110)は洪水時、大きな岩石が轟音とともに流れ
るため、施設は頑丈なコンクリート固定堰ですが鮎の魚道を設け自然と共生していま
す。

糸魚川市姫川右岸 糸魚川市土地改良区 頭首工

釜沢用水路

　釜沢用水は糸魚川市大和川地区原山の農地を灌漑するための用水施設です。江戸元
禄14年(1701)海川支流の不動川から大和川の覗木戸までの用水開削が行われ、現在も
西海、大和川地区の棚田の灌漑とともに防火や消雪にも利用されています。また栗倉
地区の水路脇には梅花藻（バイガモ；希少種）が可憐な花を咲かせています。

糸魚川市西海～大和川 糸魚川市土地改良区 用水路

西側用水路

　西側用水路は早川左岸の農地85haを灌漑する用水施設です。新田開発を行うため早
川上流焼山川から取水する明治30年に完成した全長18kmの急峻な山腹を縫う開水路と
素堀トンネルからなる山腹水路です。農業用水のほか生活、防火、消融雪などに利用
され、近年学生ボランティアとともに地域で大切に維持管理を行っています。

糸魚川市早川左岸 糸魚川市土地改良区 用水路

大山用水路

　大山用水路は糸魚川市砂場、北山地区の農地49haを灌漑する用水施設です。早川上
流西尾野川を取水口として江戸弘化４年(1847)に完成した全長10kmの急峻な山腹を縫
う開水路と素堀トンネルからなる山腹水路です。北山地域の棚田の灌漑のほか生活、
防火、消融雪に利用され児童によって用水に生息する梅花藻の保護活動も行われてい
ます。

糸魚川市北山 糸魚川市土地改良区 用水路

東側用水路

　東側用水路は糸魚川市早川右岸の農地83haを灌漑する用水施設です。新田開発を行
うため早川上流火打山川から取水する明治25年に完成した全長22kmの急峻な山腹を縫
う開水路と素堀トンネルからなる山腹水路です。農業用水のほか生活、防火、消融雪
などに利用され、近年棚田サポーターとともに地域で大切に維持管理を行っていま
す。

糸魚川市早川右岸 糸魚川市土地改良区 用水路

来海沢上江用水

　来海沢上江用水は糸魚川市来海沢集落の農地17haを灌漑する用水施設です。ジオは
地球、大地という意味で科学的に特に貴重な地質遺産を観察できる場所がジオサイト
です。施設は海谷渓谷ジオサイトにあり渓谷から取水する明治25年に造られた全長3km
の山腹水路で今も地域住民が大切に維持管理しています。

糸魚川市来海沢 糸魚川市土地改良区 用水路

鏡ヶ池

　鏡ヶ池は旧入広瀬村の玄関口にあり、大栃山地区の農地21haの補給水源です。女神
が水面を鏡がわりに髪をとかしたという伝説が残り、心安らぐ景観や周囲の桜並木、
ブナ林は訪れる人々を四季折々にもてなします。 魚沼市大栃山 魚沼市 ため池

小出郷第１
頭首工

　小出郷第１号頭首工は旧小出町、旧湯之谷村地域の農地767haを灌漑するための農業
用水を佐梨川から取水する施設です。昭和31年に初代施設が建設され平成10年に現在
の頭首工に改築されました。ここから取入れた農業用水は魚沼市街地を流れるため、
夏には涼を呼ぶ水音を奏で、冬には排雪などで地域の暮らしに欠かせない用水となっ
ています。

魚沼市葎沢 魚沼市土地改良区 頭首工

円形分水工

　円形分水工は小出郷第１号頭首工から引いた農業用水を小出支線用水と伊米ヶ崎支
線用水に正確に分ける施設です。円形分水工は円筒形分水工ともいい、円筒中央部か
ら湧き上がった水が放射状に広がり、外側の円筒に設けられている仕切り板によって
分水される仕組みです。円周の比で流量が決まるため調整が容易なことと、分水比が
一目で分かるため、公平さが誰にでも理解しやすい施設です。昭和34年に造成された
最初の分水工が老朽化したため平成16年度に現在の施設に改修されました。県内にあ
る円筒形分水工の中で一番大きく、唯一現役の施設で子供たちの総合学習の場として
も活用されています。

魚沼市上原 魚沼市土地改良区 用水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

種別施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

種別

１０．配分が一目で分かる 円形分水工 小出郷の用水施設

６．奴奈川姫の郷に抱かれる 西頸城のため池

７．ジオサイト 姫川渓谷の取水施設

８．江戸の昔から山を縫い 水を届ける西頸城の山腹水路

９．紅葉を湖面に映す 鏡ヶ池

種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

種別施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

種別



上ノ原用水路

　上ノ原用水路は守門岳の麓から水を引き、魚沼市大白川地区の農地60haを灌漑する
全長約12kmにも及ぶ用水施設です。昭和20年に造成が始まって以降改修を重ね、トン
ネル、暗渠、サイフォン、土水路、コンクリート水路と様々な形の水路が見られま
す。ブランド米 魚沼コシヒカリを支え地域の暮らしに欠かせない用水路です。

魚沼市大白川 魚沼市土地改良区 用水路

魚野川左岸
幹線用水路

　魚野川左岸幹線用水路は魚沼市青島から下島地内の農地347haを灌漑するための用水
施設です。昭和26年着工後、魚野川左岸頭首工、向山隧道、揚水機場などの難工事を
経て昭和41年にようやく完成しました。ブランドの魚沼コシヒカリの生産を支え積雪
が３mを超える豪雪地の暮らしになくてはならない消流雪用水などにも利用されます。
小学生が地域の歴史を学ぶ教育の場としても利用されています。

魚沼市十日町～下島 魚沼市土地改良区 用水路

大倉隧道

　大倉隧道は旧守門村の大倉鳥屋ヶ峰を貫き地域の農地69haを灌漑するための用水施
設です。昭和26年から４年の歳月をかけて造られた全長1,657mのトンネルで湧水や落
盤で難儀したと記録誌にあります。隧道工事で厄介者だった湧水は今では簡易水道の
水源として利用されています。

魚沼市大倉 魚沼市土地改良区 用水路

原堰用水路

　原堰用水路は和田川の広神ダムから取水して旧広神村の農地232haを灌漑するための
用水施設です。江戸享和元年(1801)金井初右衛門(第４代惣兵衛)が和田川の水を三里
余の岩肌を這うように掘った水路が、江戸嘉永６年(1853)の干ばつでも小平尾(おびろ
お)村に豊作をもたらしたと伝えられています。昭和48年和田川頭首工から全長3.3km
の原堰用水路が造られましたが、現在は広神ダムに沈んだ和田川頭首工に代わって発
電用水出口から分水し小平尾を含む９集落の農地を灌漑しています。

魚沼市小平尾 魚沼市土地改良区 用水路

太田ダム

　太田ダムは小千谷市山谷地域の農地64haの灌漑と下流の水害予防のための貯水施設
です。大正11年(1922)に開田25haの水源として太田川を堰き止めて造られましたが、
洪水調整もできるよう昭和62年から平成11年にかけて防災ダム事業で整備されまし
た。

小千谷市大字山谷 小千谷土地改良区
(管理委託)

ダム

１５．小千谷 山谷の農地を守る防災ダム

種別施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

１１．水路施設の展示場 上ノ原用水路

１２．豪雪の暮らしも支える 魚野川左岸幹線用水路

種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

１３．鳥屋ヶ峰貫く 守門 大蔵隧道

１４．山を縫い水を届ける 原堰用水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

種別

種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者



小千谷頭首工

　我が国最初の国営かんがい排水事業として昭和21年から始められた信濃川左岸地域
5,400haを灌漑する用水施設です。小千谷市から長岡市に至る信濃川左岸地域は江戸時
代から水争いの絶えない地域でしたが、信濃川からの自然取水樋門、渋海川の頭首
工、水不足への地域へ送水するための幹線用水路などが造られ今も地域の農業を支え
ています。

小千谷市千谷川
信濃川左岸
土地改良区

頭首工

国営農業水利
事業４号幹線
用水路５号
トンネル

　我が国最初の国営かんがい排水事業で造られた４号幹線用水路のトンネルです。渋
海川は雪解けの時期を除くと水量が少なく、この川を水源とする地域は江戸時代から
昭和25年まで約400年もの間水争いが絶えませんでした。昭和25年の渇水時、新聞には
「鍬振るう七百農民、かがり火焚いて対峙」と報道されています。昭和26年全長2kmの
このトンネルが開通し信濃川の水が届くようになって水争いに終止符が打たれまし
た。

小千谷市片貝町～
長岡市朝日

信濃川左岸
土地改良区

用水路

渋海川頭首工

　渋海川から農業用水を取水する施設です。渋海川は雪解けの時期を除くと水量が少
なく、この川を水源とする地域は江戸時代から昭和25年まで約400年もの間水争いが絶
えませんでした。昭和25年の渇水時、新聞には「鍬振るう七百農民、かがり火焚いて
対峙」と報道されています。現在の施設は平成8年からの広域河川改修事業で改築され
た２代目の施設です。

長岡市岩田
信濃川左岸
土地改良区

頭首工

清津川揚水機場

　桔梗原頭首工で取水された農業用水を桔梗原と清津川右岸段丘の水田340haへ送水す
る用水施設です。高低差164mの高台へ出力1,350kwのポンプ２台で毎秒最大1.2㎥を送
水できます。昭和44年に造成され送水する高さは県内最高です。

十日町市程島地内 中里土地改良区 用水機場

越路原揚水機場

　越路原揚水機場は標高215mの長岡市越路原の水田200haと畑40haを灌漑する用水施設
です。昭和44年に建設され渋海川から152ｍの高低差を中継なしで一気に口径700mmの
送水管でポンプアップします。 長岡市東谷荒瀬島 越路原土地改良区 用水機場

池ヶ原揚水機場

　池ヶ原揚水機場は高低差140mの高台の農地70haへ送水する用水施設です。戦後の食
糧増産時代に信濃川の河岸段丘を開田するため昭和45年に造られた施設で、水田で使
われた水はもう一度ため池に貯め生活用水や防火用水として何度も利用しています。 小千谷市大字塩殿 池ヶ原土地改良区 用水機場

小粟田原
揚水機場

　小粟田原揚水機場は高低差50mの河岸段丘にある農地400haを灌漑する用水施設で
す。小粟田原には水がなく豆、大根、蕎麦しか作れない原野でしたが、昭和37年から
昭和44年までに用水施設の整備と併せ、当時としては最先端の１区画30a区画で開田さ
れました。平成22年にはポンプ設備や揚水機を更新し一気に段丘へ送水できるように
なりました。

小千谷市三仏生 小千谷土地改良区 用水機場

後谷ダム

　後谷ダムは栃ヶ原ダム、市野新田ダム(現在工事中)とともに柏崎市、刈羽村の水田
3,590haを灌漑する国営柏崎周辺地区で建設され平成22年に供用開始した水源施設で
す。ダムはゾーン型フィル形式、堤高27m、堤長288m、総貯水量115万㎥で、隣接した
アウトドア体験施設からダムを一望でき、千本のローソクでダムをライトアップする
「万灯会」が毎年開催されるなど地域の憩いの場にもなっています。

柏崎市西山町 柏崎土地改良区 ダム

栃ヶ原ダム

　栃ヶ原ダムは後谷ダム、市野新田ダム(現在工事中)とともに柏崎市、刈羽村の水田
3,590haを灌漑する国営柏崎周辺地区で建設され平成22年に供用開始した水源施設で
す。ダムは重力式コンクリート形式、堤高52m、堤長152m、総貯水量247万㎥で建設さ
れる３ダムで最大の貯水量です。

柏崎市高柳町栃ヶ原 柏崎市 ダム

市野新田ダム

　市野新田ダムは栃ヶ原ダム、後谷ダムとともに柏崎市、刈羽村の水田3,590haを灌漑
する国営柏崎周辺地区で建設中の水源施設です。ダムはゾーン型フィル形式、堤高
26m、堤長199m、総貯水量169万㎥で建設される予定です。 柏崎市市野新田 建設中 ダム

藤井頭首工

　藤井頭首工は鯖石川にある灌漑のための取水施設です。約400年前、与板城主であっ
た直江兼続公が新田開発のために造った堰が起源となっています。江戸承応3年(1655)
には刈羽郡奉行の青山瀬兵衛によって新たな藤井堰と川の両岸に水を引く東江・西江
が造成され米の収量が飛躍的に安定しました。幾度となく移転改修を繰り返しながら
今も地域の農業を支えています。

柏崎市大字平井 柏崎市 頭首工

善根堰

　善根堰は藤井頭首工の上流にあり農地512haを灌漑するための取水施設です。下流の
藤井堰とは取水量で争いがありましたが、昭和53年の善根堰改修時に水を正確に分け
るため、水路に速い流れ（射流）を発生させて流速を一定にして水を分ける射流分水
工を設けることで水争いは解決しました。

柏崎市大字善根 柏崎土地改良区 頭首工

種別施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

１９．直江兼続公ゆかりの藤井の堰

２０．射流分水で喧嘩治めた 善根堰

１６．全国初の国営かんがい排水事業で造成された用水施設

１７．日本有数の河岸段丘へ水を押し上げる用水施設群

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

１８．柏崎・刈羽の農地を潤すダム群

種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



古町頭首工

　古町頭首工は鵜(う)川下流の農地340haを灌漑するための取水施設です。昭和29年に
県営かんがい排水事業で造成され、昭和63年にため池等整備事業で改築されました。
鵜川上流に建設中の市野新田ダムと共に地域の農業に必要な用水の安定的供給に貢献
しています。

柏崎市大字古町 柏崎土地改良区 頭首工

下条大堰

　下条大堰は地域の農地15haを灌漑するための取水施設です。ゴム引布でできた筒型
の袋に空気を入れて膨らませて水をせき止めるラバーダムで、取水しないときは小さ
くなっていますが、取水時には袋を膨らませ川の水位を上げます。地域の景色に溶け
込み大ナマズのように見えます。

加茂市大字上下条 加茂市 頭首工

大島頭首工

　大島頭首工は信濃川から取水し、白根郷、加茂郷、田上郷（新潟市南区、加茂市、
田上町）の３郷4,237haを灌漑する取水施設です。平成5年に国営事業で建設され左岸
で取水した後、左岸側の白根郷へは水路で、右岸側の加茂郷、田上郷へは信濃川を500
ｍの水管橋で渡った後、パイプラインで圧送しています。

三条市荻島 新潟県 頭首工

新飯田分水工

　大島頭首工から取水した白根郷の農業用水を２つの用水路に分水するための施設で
す。超音波による流量計を備え大島頭首工からの遠隔操作で正確に分水します。国道8
号の脇にあり、水路上に建つ上屋がドライバーの目を引く施設です。 新潟市南区 白根郷土地改良区 用水路

上江川用水路

　上江川用水は新潟の小京都と呼ばれる加茂の街並みを流れる用水施設で、江戸万治
３年(1660)から灌漑用水と生活用水のために加茂川から水を引いています。用水に掛
かる小橋や水車は古都の情緒を醸し出しています。

加茂市若宮 加茂市 用水路

新川排水機場

　五十嵐川右岸地域は五十嵐川の北にあることから嵐北と呼ばれています。この地域
は湛水被害の常襲地域でしたが新川排水機場が新設されたことで農地の生産性は格段
に向上したほか、地域の農地や集落を豪雨から守っています。 加茂市天神林 三条土地改良区 排水機場

種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

２５．嵐北の農地や集落を守る排水機場

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

２３．白根郷・加茂郷・田上郷 ３郷の農業を支える用水施設

２４．小京都 加茂に融け込む 上江川用水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

２１．鵜川下流の農業を支える取水施設

２２．大ナマズ 川に鎮座の下条大堰



大谷地堤

　大谷地堤は旧村松町の内野原開拓の用水源として江戸安政２年(1855)から6年の歳月
をかけて築造されたため池で、現在も地域の農地174haを灌漑しています。湖面ではカ
ヌー教室が開かれ、防火訓練や消火用水にも利用されています。周辺ではアジサイや
マツバギクの植栽が行われ地域の憩いの場になっています。

五泉市阿弥陀瀬 仙見川土地改良区 ため池

中山ため池

　中山ため池は五泉市長橋地内の農地2㏊を灌漑するための貯水施設です。明治元年に
築造され当時は49㏊の農地に水を供給して長年地域農業に貢献してきました。地域の
人々が毎年、草刈りや道路の補修などを行い子供会が生き物調査を行って大切に管理
しています。

五泉市長橋 早出川土地改良区 ため池

早出川頭首工
　早出川頭首工は五泉市（旧村松町）の農地1,450㏊を灌漑するための取水施設です。
周辺の取水施設を統合して昭和47年に国営新津郷農業水利事業によって造られまし
た。

五泉市水戸野 五泉市 頭首工

十二川

　十二川は五泉市別所地内の用排水施設です。水の流れを緩やかにして水生生物が棲
みやすくするための淀み（ワンド）を設置し、子供会によって用水路の生き物調査が
行われているほか、水辺における地域住民のふれあいの場となっています。 五泉市別所 十全土地改良区 排水路

佐和田ダム

　佐和田ダムは佐渡市佐和田地域の農地630haを灌漑するための水源施設です。　大佐
渡山麓に平成元年竣工した貯水量165万㎥の傾斜コア型フィルダムで周辺には桜も植え
られダムからは真野湾が一望できます。 佐渡市山田 国仲西部土地改良区 ダム

新穂ダム
新穂第2ダム

　新穂ダムは朱鷺の里として有名な佐渡市新穂地域の農地848haを灌漑するための水源
施設です。昭和33年に竣工し農業用では県内で最も古い貯水量140万㎥の中心コア型
フィルダムです。平成4年貯水量105万㎥の重力式コンクリート造りの新穂第二ダムが
上流に建設され、これらのダムで水源が確保されたことから下流域でほ場の整備が大
規模に行われました。新穂ダムからは金北山や両津湾を望め、春には1,500本の桜、初
夏にはツツジが楽しめる島内の花の名所となっています。

佐渡市上新穂 新穂村土地改良区 ダム

羽茂ダム

　羽茂ダムは佐渡市羽茂地域の農地325haを灌漑するための水源施設です。昭和44年に
竣工した中心コア型フィルダムで逆川ダムとも呼ばれています。湖面を渡る赤い橋と
緑の木々のコントラストが美しく5月の満開の桜が人の心を癒します。

佐渡市下川茂 羽茂土地改良区 ダム

県営小倉川ダム
　小倉川ダムは佐渡市畑野、真野地域の農地457haを灌漑するための水源施設です。旧
畑野町の小倉川に昭和39年建設された均一型フィルダムで貯水量は70万㎥です。 佐渡市小倉

国府川左岸
土地改良区

ダム

国営小倉ダム
(朱鷺湖)

　小倉ダムは佐渡市国仲平野の農地1,590haの水不足を解消するための水源施設です。
平成18年に国営佐渡農業水利事業で竣工した総貯水量445万㎥の中心遮水ゾーン型ロッ
クフィルダムです。島内で一番大きなダムで公募されたダム湖の愛称は朱鷺が舞うこ
とを願い「朱鷺湖」とされました。

佐渡市小倉 佐渡市 ダム

藤津川ダム
　藤津川ダムは佐渡市金井地域の農地307haを灌漑するための水源施設です。昭和59年
に竣工した総貯水量72万㎥の傾斜コア型フィルダムです。 佐渡市中興 金井土地改良区 ダム

国営外山ダム
(外山湖)

　外山ダムは佐渡市小佐渡地域の農地963haの水不足を解消するための水源施設です。
平成24年国営佐渡農業水利事業で竣工した総貯水量260万㎥の重力式コンクリートダム
です。公募されたダム湖名は地域に親しまれている地名から「外山湖」と命名されま
した

佐渡市上川茂 佐渡市 ダム

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

３０．朱鷺の里 佐渡の農地を潤すダム群

２９．カワニナで蛍育む 十二川

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

２８．村松の農地を潤す取水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

２７．子供らが魚と戯ぶ 中山ため池

２６．子供らがカヌーを学ぶ 大谷地堤

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



杉池

　杉池は佐渡市赤玉地域の農地25haを灌漑するための水源施設です。杉池の広葉樹林
は昭和40年県の文化財に指定され、樹齢三百年以上の樹木に囲まれた神秘的な池で
す。杉池大明神を祀る赤玉神社では6月に赤玉杉池まつりが行われ古典芸能が奉納され
ます。

佐渡市赤玉 集落代表者 ため池

六つ江頭首工

　六つ江頭首工は佐渡市金井新保地域の農地を灌漑するための取水と分水を兼ねた施
設です。この地域では江戸文化９年(1812)から23の堰で上下流序列などの厳しい用水
慣行がありました。昭和30年代新保川に造られた六つ江頭首工も先人の知恵や農業に
かける思いが込められ６か所の用水に一定割合で分ける工夫がされています。それぞ
れの担当者が草刈り、ゴミ拾い、補修などを行って大切に施設を守っています。

佐渡市金井新保 新保川水系事業区 頭首工

仲ノ入ため池
　仲ノ入ため池は佐渡市中興地域の農地70haを灌漑するための水源施設です。江戸文
化13年（1816）に台地の新田開発のために造られた歴史あるため池です。 佐渡市中興 金井土地改良区 ため池

八幡ため池
　八幡ため池は佐渡市佐和田地域の農地80haを灌漑するための水源施設です。100年程
前に慢性的な水不足を解消するために八幡地区の人々が造ったため池です。 佐渡市大字石田 国仲西部土地改良区 ため池

安養寺ため池

　安養寺ため池は佐渡市吉井本郷の農地64haを灌漑するための水源施設です。大正８
年から延べ６万４千人が鍬、四本爪、シャベル、トロッコで大地に挑み昭和2年に完成
させたため池です。

佐渡市吉井本郷 吉井土地改良区 ため池

上江用水

　上江用水は佐渡市上横山地域の農地150haを灌漑する用水施設です。長江川上流の山
腹水路で足利時代から堀り継がれ江戸慶長11年（1606）に完成したと伝えられていま
す。一の堰から取入れ三ツ江分水までの約1kmの水路で5集落に分水されますが、貴重
な水を無駄にしないため、それぞれの水路には全て時間で水を割り振る番水制が敷か
れています。

佐渡市上横山ほか 上横山集落区長 用水路

国仲排水機場

　国仲排水機場は佐渡市八幡にある排水施設です。国営佐渡農業水利事業で建設され
横軸斜流ポンプ1350mm３台で流域870ha の洪水被害を防止します。 佐渡市大字八幡 国仲西部土地改良区 排水機場

中興排水機場
　中興排水機場は佐渡市向谷内にある排水施設です。国営佐渡農業水利事業で建設さ
れ横軸斜流900mm２台で流域270ha の洪水被害を防止します。 佐渡市向谷地 金井土地改良区 排水機場

金井排水機場
　金井排水機場は佐渡市金井新保にある排水施設です。国営佐渡農業水利事業で建設
され横軸斜流ポンプ1350mm２台で流域570ha の洪水被害を防止します。 佐渡市金井新保 金井土地改良区 排水機場

皆川排水機場
　皆川排水機場は佐渡市新穂皆川にある排水施設です。国営佐渡農業水利事業で建設
され横軸斜流ポンプ1500mm２台で流域570ha の洪水被害を防止します。 佐渡市新穂皆川 新穂村土地改良区 排水機場

中央ため池
第２ため池

　この２つのため池は明治時代に築造され130年間、三条市下保内地域の農地12.5haを
灌漑しています。平成5年からの改修の際に散策路、東屋、ベンチなどが設置され、植
木の産地にふさわしく桜、紅葉、ツツジなどが植栽されました。自然に親しめる場所
として住民の憩いの場になっています。

三条市下保内 三条市 ため池

宮ノ浦ため池

　このため池は明治時代に築造され120年間、地域の農地11.6haを灌漑しています。平
成15年の改修の際に、景観と生態系に配慮した整備が行われ、自然に親しめる場所と
して住民の憩いの場になっています。

三条市下保内 三条市 ため池

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

３５．植木の里 三条保内の憩いのため池

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

３４．佐渡 国仲の農地や集落を守る排水施設

３３．足利の昔にできた 上横山の用水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

３２．金北山麓に抱かれる用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

３１．豊穣の舞捧げる 佐渡 赤玉の杉池

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



元長沢ため池

　明治時代に築造され100年間、地域の農地6.3haを灌漑しています。平成17年から改
修が行われ憩いの水辺空間を提供しています。 三条市長沢 三条市 ため池

大池ため池
　今から370年以上前に築造されたため池で地域の農地11.4haを灌漑しています。平成
7年から改修が行われ森に囲まれた静かな雰囲気の景観が憩いの場となっています。 三条市長嶺 三条市 ため池

五十嵐川上流部
頭首工

　旧下田村の景勝地「八木ヶ鼻」の下流に昭和42年造られた五十嵐川両岸の農地777ha
を灌漑するための取水施設です。農業用水のほか地域の防火や流雪用水にも使われて
います。

三条市北五百川 下田土地改良区 頭首工

五十嵐川下流部
頭首工

　五十嵐川下流の三条市、加茂市の農地2,040haを灌漑するための取水施設です。五十
嵐川は渇水がよく起こる川でしたが上流に笠堀ダムが建設され水源が確保されたこと
を受け昭和46年に造られました。地域の農業生産の安定や地域の防火用水にも活用さ
れる大切な施設となってます。

三条市篭場 三条土地改良区 頭首工

田川用水路

　田川用水路は五十嵐川下流頭首工から取水した農業用水を五十嵐川左岸の農地427ha
を灌漑する用水路です。途中、篭江用水路や田川揚水機場を経由し、三条機械スタジ
アムのある運動公園を通過して流れます。 三条市月岡 三条土地改良区 用水路

栗林用水路掛樋

　栗林用水路掛樋は三条市柳川新田地内で新川排水路を横断し下流150haを灌漑する用
水施設です。広々した緑あふれる田園風景に赤い施設がアクセントになっています。 三条市柳川新田 三条土地改良区 用水路

本城寺第３
揚水機場

　ロケット発射基地、西鱈田小学校の児童からそう呼ばれた施設は農業用水を送るた
めの施設でした。本成寺第３揚水機場の付帯施設でこの塔に水を満たし、その圧力で
農地53haを灌漑します。黄色いライトが回るのに何時までたっても発射しないロケッ
トに「今日も失敗!」の声が上がっていたそうです。

三条市東鱈田 三条土地改良区 用水機場

刈谷田川右岸
排水機場

　五十嵐川の南の地域を嵐南（らんなん）と呼びますが、刈谷田川右岸排水機場は、
信濃川、刈谷田川、五十嵐川に囲まれた嵐南郷で洪水時に自然排水ができない低湿な
8,930haの農地と集落を水害から守る排水施設です。昭和50年に国営刈谷田川右岸土地
改良事業で建設されました。

三条市今井 新潟県 排水機場

内の倉ダム

　内の倉ダムは農林省が国営加治川農業水利事業で加治川沿岸の農業用水と新発田市
の上水道用水を確保するために昭和39年に建設することとなったが、その後、昭和41
年と昭和42に発生した羽越水害によって流域が大きな被害を受けたため流域を水害か
ら守る洪水調整機能も新たに加えて計画が見直し昭和49年に完成しました。ダム内部
が空洞になっている我が国最後の中空重力式ダムです。農業用水を利用した日本最大
の水力発電所も平成2年から運用を開始しています。

新発田市小戸 新潟県 ダム

内の倉発電所

　内ノ倉ダムから放流される農業用水の落差を利用した最大出力2,900kwの水力発電施
設で発生した電気は売電され、加治川流域にある土地改良施設の電力料の一部に使わ
れます。発電所は地下5階建てで施設へ通じるアーチ橋は日本初のロアリング工法※で
造られました。※アーチ部を左右それぞれ２つに別けて縦方向に製作後、90°回転さ
せて双方を接続するドイツで開発された橋梁架設工法

新発田市滝谷
新潟県
(加治川沿岸土改
連合)

発電所

加治川第1
頭首工

　加治川第1頭首工は農地4,200haを灌漑する農業用水と新発田市の上水道を取り入れ
る施設で国営加治川農業水利事業(昭和39年度～49年度)で造られました。 新発田市大槻

新潟県
(加治川沿岸土改
連合)

頭首工

加治川第2
頭首工

　加治川第2頭首工は農地3,250haを灌漑する農業用水を取り入れる施設で国営加治川
農業水利事業(昭和39年度～49年度)で造られました。 新発田市西名柄

新潟県
(加治川沿岸土改
連合)

頭首工

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

４０．あやめの里 新発田の農業を支える加治川の用水施設

３９．嵐南の郷の農地や集落を守る排水機場

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

３８．五十嵐川下流の農業を支える用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

３７．景勝地 八木ヶ鼻眺む 取水施設

３６．三条の里山に緑の映えるため池

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



派川加治川
せせらぎ水路

　加治川は河口閉塞のため海岸線に並行に南に流れていましたが、大正時代にショー
トカットされました。これにより旧加治川は派川になり農業用水を流すようになりま
したが、派川加治川せせらぎ水路はこの派川加治川に桜並木や遊歩道を設け、憩いの
場にもなるよう整備した用水路です。

新発田市真野原他

新発田市、
聖籠町、
紫雲寺土改、
聖籠土改

用水路

禹泉用水・
ホッタ切り

　禹泉用水・ホッタ切りは新発田市板山の農地300haを灌漑する用水施設です。ホッタ
切りは江戸時代に二王子山を削り用水を掘った跡です。たびたび土砂崩れで水路が埋
まるため全長170mの手掘り隧道が造られてから300年間、住民によって大切に守り継が
れてきました。禹泉用水という名称は中国の夏王朝の初代王「禹(う)」が治水に優れ
ていたことにちなんで付けられました。

新発田市板山 板山自治会 用水路

落堀川

　落堀川は胎内市塩津から新発田市向中条周辺にあった塩津潟（紫雲寺潟）の排水施
設です。江戸享保13 年（1728）、竹前小八郎、権兵衛兄弟が幕府に願い、長者堀（現
在の落堀川）の開削や潟に流れ込む川を締め切って干拓工事を進めました。潟は美田
となりましたが湛水被害が度々発生するため、昭和21年から33年まで土地改良事業で
落堀川の改修が行われました。現在は二級河川に指定されています。

新発田市藤塚浜～
胎内市北成田

新潟県 排水路

青野池

　青野池は600年以上前に虫川城主（上越市浦川原区）が造った周辺農地120haを灌漑
する水源施設であり、湖面面積25ha、貯水量57万㎥の大きなため池です。周辺の遺跡
調査から上越地域の稲作発祥地であることが判明しています。池には灌漑の守護神
「弁天天女」が祭られ毎年祭礼が行われます。平成22年3月全国の「ため池百選」の一
つに選ばれています。

上越市青野 関川水系土地改良区 ため池

４５．頸城稲作発祥の地 青野のため池

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

４４．塩津潟(紫雲寺潟)を美田に変えた排水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

４３．夏王朝 初代王の名冠す 禹泉用水

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

４１．要害山を背にする取水施設

４２．桜花 水面に映える 派川加治川せせらぎ水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

坂井川頭首工

　加治川支流の坂井川右岸の農地1,272haを灌漑する取水施設です。昭和33年に堰を開
閉できる構造に改め、取水量の調整や洪水時の対応も容易になりました。鎌倉時代に
加地(かじ)荘を治めた佐々木氏の居城があった要害山(165m)が頭首工を見下ろしてい
ます。

新発田市蔵光 加治郷土地改良区 頭首工



坊ヶ池

　坊ヶ池は上越市清里区の農地265haを灌漑する水源施設です。坊ヶ池は水深33mと県
内で一番深い自然湖で農業用水のほか清里地区の水道水に利用され、龍神伝説など多
くの民話が伝わる神秘的な池として毎年神事や祭りが行われます。平成22年3月全国の
「ため池百選」の一つに選ばれています。

上越市板倉区青柳 坊ヶ池土地改良区 ため池

朝日池

　朝日池は340年以上前に高田藩の新田開発に伴って造成され農地276haを灌漑する水
源施設です。79haの湖面に映る米山が美しく、春から秋のヘラブナ釣り、初夏のジュ
ンサイ採り、冬は白雁や白鳥などの飛来地として全国から多くの野鳥ファンが訪れま
す。

上越市大潟区内雁子新田 朝日池土地改良区 ため池

寿池

　寿池は旧中郷村片貝にある農地9haを灌漑する水源施設です。「五反田の堤」とも呼
ばれ明治初期に湧水を堰止めて造られました。池からの眺望は素晴らしく湧水はお茶
の水として利用されています。 上越市中郷区片貝 片貝区長 ため池

宮田ため池

　宮田ため池は上越市牧区岩上集落の棚田3haを灌漑する水源施設です。大昔の地滑り
でできたと言われ、近年の改修工事で貯水量を増やし、新たな棚田も灌漑していま
す。池周囲に菖蒲や桜の木を植え住民の手で大切に管理されています。 上越市牧区岩神 宮田池管理組合 ため池

大瀁用水路

　大瀁用水路は保倉川から大瀁郷へ20km農業用水を送る用水施設です。大瀁郷の新田
開発のため江戸正保元年(1644)上越市浦川原区に堰が造られてから幾度となく改修を
重ね現在も大切に管理されています。 上越市浦川原区～ 頸城土地改良区 用水路

大池、小池

　大池・小池は上越市頸城区の農地1,600haを灌漑するための水源施設です。大瀁用水
の補給施設として利用され文禄の古図(1593)にもある古い池で「大池の大亀と小池の
大蛇」という民話が語り継がれています。付近一帯は「直峰・松之山大池県立自然公
園区域」に属し池周辺には遊歩道、キャンプ場、自然学習施設等が整備され県内外か
ら多くの人々が訪れています。

上越市頸城区花ヶ崎ほか
上越市頸城区石神ほか 頸城土地改良区 ため池

５０．大瀁郷に新田拓いた用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

４９．深山の里に抱かれる 上越 牧の宮田ため池

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

４８．清らかな湧水を湛える 上越 中郷の寿池

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

４７．逆さ米山が美しい 朝日池

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

４６．県内最深の自然湖 龍神伝説伝わる 坊ヶ池

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



潟川排水路

　潟川排水路はかつて大瀁郷と呼ばれた沼地を新田開発するため江戸初期に造られた
排水施設です。大瀁郷は現在の上越市頸城区、大潟区、吉川区にまたがる水田地帯で
すが、この地域は湿地で崩れやすく絶えず護岸の補修が必要で、現在も施設の長寿命
化を図るための改修が進められています。

上越市頸城区、大潟区
頸城土地改良区

大潟町土地改良区 排水路

笹ヶ峰ダム

　笹ヶ峰ダムは頸城平野の農地7,000haを灌漑するための水源施設です。昭和58年国営
関川農業水利事業で妙高高原町（現妙高市）に造成された総貯水量1,060万㎥のダムで
す。農業用ダムでは全国一標高の高い1200ｍにあり東北電力がその落差を利用し12か
所で水力発電を行っています。ダム湖周辺は上信越高原国立公園で牧場やキャンプ場
などのある自然豊かな憩いの場となっています。

妙高市杉野沢 新潟県 ダム

関川頭首工

　関川頭首工は関川にある灌漑のための取水施設です。江戸後期に造られた稲荷中江
用水の取水口に、木杭を使った簡易な構造の堰で、草堰と呼ばれるものでした。洪水
のたびに幾度となく改修され、現在の頭首工は平成7年の水害後に建設された施設で
す。

妙高市広島 関川水系土地改良区 頭首工

子安頭首工

　子安頭首工は櫛池川にある大道子安用水の取水施設です。その歴史は古く上江用水
や中江用水よりも前と伝えられています。氾濫の度に堰の位置を変えてきましたが昭
和55年国営関川農業水利事業で自動開閉ゲートの近代的な施設に改修されました。 上越市下新町 関川水系土地改良区 頭首工

上江幹線用水路

　上江用水は今から四百年以上前の天正年間(1573-92)に工事が始まったと伝えられて
おり、以後、先人の努力により水路を延長する堀継ぎ工事が少しずつ進められてきま
した。現在の水路延長は26kmで、2,300haの水田に水を行き渡らせ、豊かな恵みを与え
てくれます。

妙高市川上 関川水系土地改良区 用水路

三丈堀

　上江用水はの工事は、山腹を切り開く難工事でしたが、その中で特に有名なのが安
永年間に掘られた三丈堀と呼ばれる区間でした。高台を三丈（約9m）も掘り下げた
り、櫛池川を越えるトンネルを掘るなど全国でも有数の難工事といわれていますが、
この工事のために地元の庄屋が3代に渡り自分の財産を使ってまで工事の陣頭指揮を
執って、完成にこぎ着けました。当時の功労者を讃えて上江北辰神社では毎年7月に祭
りが行われています。

上越市清里区荒牧 関川水系土地改良区 用水路

上江用水
記念公園

　上江用水の旧取り入れ口の跡地で、上江用水発祥の地として、先人の遺業を称え後
世に伝えるために記念公園として整備されています。取り入れ口のモニュメントや記
念碑が建てられ、春には桜が満開となり訪れる人の目を楽しませています。 妙高市川上 関川水系土地改良区 その他

参賀幹線用水路

　参賀幹線用水路は高柳用水と呼ばれていました。もともと江戸時代に関川から引か
れた用水で、明治以後の町村の合併等により「三ヶ江用水」「参賀用水」と呼び名が
二度変わっています。現在は、関川右岸幹線用水路から取水して関川を水管橋で越え
て関川左岸地域の水田を潤しています。

妙高市姫川原 関川水系土地改良区 用水路

中江幹線用水路

　中江用水は、1670年ころの大干ばつを機に地元農民が高田藩に用水の開削を願い出
て、延宝２年(1674)工事が始められ、5年の歳月をかけて完成しました。当時、水路の
延長は26kmにも及び越後最大でした。その後、多くの改修が行われてきましたが、昭
和43年から始まった国営関川農業水利事業によって、笹ヶ峰ダムの築造と併せて頭首
工や中江用水が新たに造られ昭和58年に完了しました。現在の用水路は約10kmの長さ
となり、2,400haの水田に水を行き渡らせ、豊かな恵みを与えてくれています。

妙高市西条 関川水系土地改良区 用水路

大熊川
サイフォン

　中江用水路の大熊川との交差部分は、開削時は大熊川の川の中に用水を通す水路を
掘って川水を取り入れる仕組みになっていましたが、昭和14年に大熊川の下に管を通
す伏越式に改造されました。その後の改修工事で、伏越の管が２本になり、水田に水
を安定して供給出来るようになりました。

上越市板倉区熊川 関川水系土地改良区 用水路

西条大江口

　西条大江口は、関川にある中江用水路の旧取水口でしたが、昭和14年に用水の取り
入れ口が板倉発電所の場所になったことにより使われなくなりました。現在は、用水
の歴史を偲ぶ公園として整備され、親しまれています。 妙高市西条 関川水系土地改良区 その他

炭屋用水路

　炭屋用水路は上越市柿崎区の平沢集落の農地を灌漑する用水施設です。山間にある
地域の用水として飲料水にも利用されてきました。江戸の昔から300年にもわたり上下
流で水争いがあったことから下流の人たちが長年水源を視察していました。今も平沢
集落の人々が大切に管理しています。

上越市柿崎区平沢 平沢町内会 用水路

岩堰用水

　岩堰用水は上越市吉川区の農地140haを灌漑するための取水施設です。慶長２年
(1597)の越後国頸城郡絵図にも記されている由緒ある堰で今も水神様を祭り、地域で
大切に管理されています。 上越市吉川区 吉川土地改良区 用水路

５５．戦国末期の古地図に記される 岩堰用水

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

５４．江戸の昔から流れる 柿崎の 炭屋用水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

５１．大瀁郷の農地や集落を守る 潟川排水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

５３．江戸の昔から守り継がれる 頸城平野の用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

５２．妙高山に抱かれる 頸城の里の農業を支える用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

願人堀頭首工 岩船郡関川村大字小和田 関川村土地改良区 頭首工

願人堀隧道水路 岩船郡関川村大字小和田 関川村土地改良区 用水路

新堀頭首工 岩船郡関川村大字小和田 関川村土地改良区 頭首工

新堀用水路 岩船郡関川村大字小和田 関川村土地改良区 用水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

金俣小川用水

金俣小川用水は昭和19年から昭和22年の物資不足の時代、国や県の補助もほとんど受
けずに集落の有志9名が自ら開削した用水路です。費用のほか隧道を掘るためのダイナ
マイトを毎日村上から列車で運ぶなど、大変な苦労をして造られた水路は今も集落で
大切に守られています。

岩船郡関川村大字金俣 金俣小川用水組合 用水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

胎内川頭首工

胎内川沿岸では農業用水が不足し長く水争いが絶えませんでしたが、昭和19年に１
か所の取水堰から取水することで和解が成立し、昭和22年から本施設の前身である
樽ヶ橋頭首工と左右岸の用水路が整備されました。その後、度重なる洪水で樽ヶ橋頭
首工の機能が低下したため、200m下流に沿岸の農地2,800haを灌漑する現在の胎内川頭
首工が建設されました。地域の子とも達が施設を学んだり、桜や藤の花が人の目を楽
しませるなどさまざまなに利用されています。

胎内市羽黒、下舘 胎内沿岸土地改良区 頭首工

夏井頭首工

　夏井頭首工は75haの農地を灌漑するための取水施設です。施設の上流は胎内リゾー
ト施設のフィッシングパークやボート遊び、大噴水などに利用され観光施設として利
用されています。 胎内市夏井 胎内沿岸土地改良区 頭首工

本郷江用水路

　胎内川左岸地域の水田1,400㏊に農業用水を運ぶ用水路です。この用水は近隣の住宅
団地の防火用水としても利用され、隣接する農道には地域住民の手で桜が植えられ散
策道としても利用されています。 胎内市野中 胎内沿岸土地改良区 用水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

新伝田隧道

　新伝田隧道は胎内市坂井地域の農地6haを灌漑する用水施設です。山腹水路の維持が
大変だったため昭和10年頃に小作人たちがお金を出し合い180mのトンネルを手掘りし
ました。この隧道は戦後の開田にも威力を発揮し地域のまとまりを高めました。今も
地域の誇りとして農家組合によって大切に維持管理されています。

胎内市坂井 坂井農家組合 隧道

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

鹿ノ俣用水隧道

　鹿ノ俣用水隧道は胎内市宮久地域などの農地160haを灌漑するための用水施設です。
昭和41年・42年の羽越水害を契機に砂防ダムから取水するために新設された水路トン
ネルで、安定した取水に感謝し毎年春に地域総出で保全活動が行われています。 胎内市宮久 鹿ノ俣水系管理区 隧道

５８．大地潤う 胎内川の用水施設

５９.地域の宝 胎内坂井の新伝田隧道

６０.羽越水害から甦った 鹿ノ俣用水隧道

５６.大したもん蛇の里 開田の願い叶えた用水施設

 江戸安政の時代(1854-59)、女川の河岸段丘に鑿と槌で隧道を完成させ、みごとに開
田を成し遂げた先人を村人たちは願人(がんにん)さまと呼びました。願人堀とは当 時
掘られた用水路のことで今も地域で大切に管理されています。

 明治になり開田の新たな計画を起こし、隧道を掘るなど15年もの歳月を費やした新堀
が大正7年に完成しました。山形、富山、青森からの入植者を迎え133haが開田されま
した。深沢集落にはこの開田を完成させた片岡晴次郎の功績を讃える顕影碑が建てら
れています。

５７.農民の労苦を偲ぶ 金俣小川用水



築地樋管
(暗渠排水路)

　築地樋管は昭和38年に始められた県営開拓パイロット事業で砂丘脇にたまる地下水を海に
流すために造られた排水施設です。排水不良の解消で120㏊の畑が造成され、チューリップ、
葉たばこ、大根などが栽培されています。

胎内市村松浜 築地土地改良区 排水路

城原ダム

　城原ダムは国営苗場山麓第一地区で建設された有効貯水容量117万㎥の水源施設です。前面
傾斜コア型フイルダムで昭和63年度完成し、加圧機、揚水機、パイプラインを使って津南町
沖の原、城原、天上原地区の畑地638haを灌漑しています。

津南町大字谷内 津南郷土地改良区 ダム

大谷内ダム
　大谷地ダムは国営苗場山麓第二地区事業で建設された有効貯水量120万㎥の水源施設です。
平成2年に完成したアースダムで地域の農地732haを灌漑しています。 津南町大字秋成 津南郷土地改良区 ダム

大場頭首工

　大場頭首工は国営苗場山録第二地区で造成された取水施設です。、清津川の支流釜川に造
られた渓流からの取水施設でバースクリーンで石や流木が入らない工夫がしてあります。苗
場山麓の開拓地の豊かな実りを支える大谷内ダムの取入口として重要な施設です。

十日町市倉俣 農林水産省 頭首工

中子の池

中子の池は昭和33年に改修された農業用ため池で、中子集落80haの農地に用水を供給してい
ます。ため池は津南郷土地改良区が管理していますが、池の周辺整備や植栽等を地域住民が
自発的に行うなど、地域に親しまれています。ため池周辺に植栽した桜と池面に映える残雪
が織りなす景観は、大変美しく、数年前からカメラマンが数多く訪れています。

津南町大字中子 津南郷土地改良区 ため池

西川揚水機場

　西川揚水機場は西蒲原の農地10,917haを灌漑する重要な取水施設です。大河津分水の完成
による信濃川の水位低下、水田の増加や排水対策の進展などによって、地域の用水源である
西川の流量減少に伴う水争いを解消するため、信濃川から取り入れる樋管の設置と併せ、不
足量を取水するため昭和48年に西川揚水機場が建設されました。

燕市
西蒲原土地改良区

(管理受託)
用水機場

蒲原用水路

　蒲原用水路は大河津分水の開削によって水源を絶たれる国上地域の用水を確保するため大
正７年に作られた補償施設です。昭和40年蒲原揚水機場を設置し送水能力を向上、昭和43年
弥彦村麓地区に第二揚水機場を設置し農地797haを全て灌漑できるようになりました。

燕市大川津～弥彦村麓 西蒲原土地改良区 用水路

馬堀用水路

　馬堀用水路は江戸正保元年(1644)馬堀村(新潟市西蒲区)の凶作を救うため名主 田辺小兵衛
が開削した水路です。小兵衛は西川(燕市吉田地内)からの取水を長岡藩の許しを得て完成さ
せましたが、公儀から独断事業との嫌疑を受け切腹させられました。没後およそ百年の宝暦2
年(1752)村人たちは三根山藩の許可を得て首塚とも称される長恩院石塔を建て、毎年命日に
首塚祭りを行って小兵衛の偉業を伝えています。

新潟市西蒲区 西蒲原土地改良区 用水路

西川補給施設群
大通川補給
矢島補給
内野第1補給
笠木補給
内野第2補給

　西川補給施設群は西川の中・下流域の慢性的な用水不足を解消するため、排水河川から農
業用水を汲み上げ用水河川である西川へ補給する用水施設です。西川中間(大通)補給、矢島
補給、内野第一（曽根）補給、笠木補給、内野第2（仲才）補給の５か所の施設があります。
西蒲原土地改良区では排水河川からの反復利用をできる限り減らす独自の取組を進めていま
す。

新潟市西蒲区、西区
西蒲原土地改良区

(管理受託)
用水機場

西川水路橋

　川が川を渡る。西川水路橋は一級河川西川が二級河川新川を渡るための全国的にも珍しい
施設です。文政元年（1818）西蒲原地域の排水を日本海に流すため、元々あった西川の下に
新しい川を通すための木製樋管が設置されました。大正2年（1913）樋管はアーチ型レンガ造
９門の閘門（新川暗閘）に増強されましたが、昭和30年（1955）になると西川での舟運衰退
を受け鋼製トラスの水路橋を西川が流れる現在の形態になりました。

新潟市西区 新潟県 水路橋

中之口川頭首工群
六ヶ江頭首工
児ノ木頭首工
針ヶ曽根頭首工
上流部頭首工

　現在、中ノ口川には上流から六ヶ江、児ノ木、針ヶ曽根、上流部の４つの頭首工(取水施
設)があり、西蒲原の農地6,404haを灌漑しています。昭和30年代に水溶性天然ガスの採取に
伴う最大1.1mの地盤沈下が発生し、中ノ口川からの取水に支障が出たため、昭和47年からこ
れらの施設が建設されました。

新潟市西蒲区、燕市 新潟県 頭首工

黒鳥用水路・
樋管工

　黒鳥用水路は中ノ口川から取水し黒鳥地域(新潟市西区)の農地291haに灌漑する用水施設で
す。昭和8年頃の樋管敷設工事の写真から当時の苦労が伺えます。 新潟市西区 西蒲原土地改良区 用水路

八ヶ江用水路

　八ヶ江用水路は中ノ口川から取水し燕市から新潟市西蒲区の農地1,738haを灌漑する用水施
設です。８つの集落を通る全長10kmに及ぶ水路で地盤沈下対策や排水の反復利用、近年、ほ
場整備による節水技術の発達などでかつてのような水争いは少なくなっています。各集落で
は植栽などの水路周辺の美化活動が盛んに行われています。

燕市四ッ谷～
新潟市西蒲区漆山

西蒲原土地改良区 用水路

御新田放水路
（国上隧道）

　御新田放水路は御新田地区（3,370ha）の排水を国上隧道を通して直接日本海へ流す施設で
平成3年(1991)に完成しました。この地域の排水は平常時には矢川を通じて日本海へ排水しま
すが、洪水時には新川や大通川下流域へ流下する水量を減らすため水門を調整してこの放水
路から日本海へ流します。

燕市、弥彦村など

<放水路>西蒲原土地改良区
　　　　(管理受託)
<隧道>　燕市弥彦村
　　　　(管理受託)

排水路

樋曽山隧道
新樋曽山隧道

　樋曽山隧道は矢川の水を西川へ流さずに直接日本海へ流す隧道で昭和8年に着工して昭和14
年に完成しました。新樋曽山隧道は落盤などで機能が低下した樋曽山隧道の役割を補完しそ
の能力を強化するため昭和36年から樋曽山隧道の隣に建設され昭和40年に完成した施設で
す。

新潟市西蒲区 新潟県 隧道

新々樋曽山隧道

　全長3.4kmの新々樋曽山隧道(最大毎秒106㎥)は西蒲原下流域の水害を未然に防止するため
に設けられた全長11.5kmの大通川放水路の洪水を直接日本海へ排水する施設です。昭和53年6
月(1978)の集中豪雨を契機に西蒲原地域の排水機能を一層強化するために国営西蒲原排水事
業で建設されました。

新潟市西蒲区 新潟県 隧道

大通川放水路

　大通川放水路は西蒲原下流域の水害を未然に防止するために設けられた全長11.5kmの排水
施設で、全長3.0kmの新々樋曽山隧道(最大毎秒106㎥)を通じて洪水を直接日本海へ排水しま
す。昭和53年6月(1978)の集中豪雨を契機に西蒲原地域の排水機能を一層強化するために国営
西蒲原排水事業で建設された施設です。洪水時に放水路の最上流部に設けた制水門を操作す
ることで大通川上流地区（5,930ha）、飛落川上流地区（270ha）、矢川地区の一部（六間口
上流地区460ha）の洪水を新々樋曽山隧道へ導水し日本海へ吐き出します。洪水をこの放水路
でショートカットし、下流へ流れていた水量を減少させることで西蒲原下流域の水害を未然
に防止しています。

燕市、新潟市西蒲区 新潟県 排水路

大通川制水門

　大通川制水門は大通川放水路へ洪水を流すために使われる施設です。洪水時にこの制水門
を操作し大通川上流地区（5,930ha）、飛落川上流地区（270ha）、矢川地区の一部（六間口
上流地区460ha）の洪水を大通川放水路、新々樋曽山隧道へ導水し日本海へ吐き出します。こ
れにより、これまで下流へ流れていた水量を減少させることで西蒲原下流域の水害を未然に
防止しています。

燕市雀森 西蒲原土地改良区 排水門

新旧荒井川
制水門

　新荒井川分水工は荒井川流域の洪水量をカットし新設した新荒井川へ導水するための施設
です。通常は、旧荒井川から大通川に排水していますが、1/10確率雨量を超える洪水時に旧
荒井川制水門を全開、新荒井川制水門を全開操作して、新荒井川から大通川制水門上流部へ
流下させます。

燕市二階堂中曽根 西蒲原土地改良区 排水門

６５．弥彦の山脈を貫く 洪水用の放水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

６４．大凧の舞う 中ノ口川の用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

６３．穀倉 西蒲原の農業を支える用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

６２．開拓の稔りを支える 津南の貯水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

６１．村松浜の砂丘貫く 築地樋管

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



川西ダム

　川西ダムは信濃川左岸地域(旧川西町)の慢性的な水不足を補うために建設された有
効貯水量111万㎥の水源施設です。信濃川河岸段丘の農地の水源施設として五升苗ダ
ム、長福寺ダム、坪山ダム、松葉沢ダムとともに地域の農業を支えています。冬期
間、これらダムから流雪溝用水を流し豪雪地帯の暮らしに役立てています。

十日町市新町新田 川西土地改良区 ダム

長福寺ダム

　長福寺ダムは信濃川左岸地域(旧川西町)の慢性的な水不足を補うために建設された
有効貯水量18万㎥(うち灌漑用10万㎥)の水源と洪水調整を兼ねた施設です。信濃川河
岸段丘の農地の水源施設として川西ダム、五升苗ダム、坪山ダム、松葉沢ダムととも
に地域の農業を支えています。冬期間、これらダムから流雪溝用水を流し豪雪地帯の
暮らしに役立てています。

十日町市中屋敷 川西土地改良区 ダム

坪山ダム

　坪山ダムは信濃川左岸地域(旧川西町)の慢性的な水不足を補うために建設された有
効貯水量19万㎥(うち灌漑用8万㎥)の水源と洪水調整を兼ねた施設です。信濃川河岸段
丘の農地の水源施設として川西ダム、五升苗ダム、長福寺ダム、松葉沢ダムとともに
地域の農業を支えています。冬期間、これらダムから流雪溝用水を流し豪雪地帯の暮
らしに役立てています。

十日町市坪山 川西土地改良区 ダム

松葉沢ダム

　松葉沢ダムは信濃川左岸地域(旧川西町)の慢性的な水不足を補うために建設された
有効貯水量15万㎥(うち灌漑用 万㎥)の水源と洪水調整を兼ねた施設です。信濃川河岸
段丘の農地の水源施設として川西ダム、五升苗ダム、長福寺ダム、坪山ダムとともに
地域の農業を支えています。冬期間、これらダムから流雪溝用水を流し豪雪地帯の暮
らしに役立てています。

十日町市上野甲 川西土地改良区 ダム

五升苗ダム

　五升苗ダムは信濃川左岸地域(旧川西町)の慢性的な水不足を補うために建設された
有効貯水量10万㎥の水源施設です。信濃川河岸段丘の農地の水源施設として川西ダ
ム、長福寺ダム、坪山ダム、松葉沢ダムとともに地域の農業を支えています。冬期
間、これらダムから流雪溝用水を流し豪雪地帯の暮らしに役立てています。

十日町市仁田 川西土地改良区 ダム

留山ダム

　留山ダムは旧松之山町天水島周辺の農地333haを灌漑する総貯水量42万㎥の貯水施設
で、昭和61年に完成しました。天水島地域の天水田で用水を求め苦労した様子が宝用
水物語という演劇で今も地元小学生に語り継がれています。日照り続きでも安定して
用水を送る「地域の誇り留山ダム」を大切にしようと毎年8月15日にはダム祭りが開か
れ多くの人々で賑わいます。

十日町市松之山
天水島留山

松里土地改良組合
十日町市

ダム

桔梗原頭首工

　桔梗原頭首工は清津川右岸の段丘地域を含む農地502haを灌漑する取水施設です。豪
雪地の取水施設として農業用水のほか流雪溝用水を供給するため冬期も河川から取水
するため施設の除雪を行っています。 十日町市東田尻 中里土地改良区 頭首工

桔梗原隧道
桔梗原用水

　桔梗原用水は信濃川河岸段丘にある桔梗原へ清津川から農業用水を送るため江戸天
明５年（1785）に全長９km（開渠6km、隧道３km）が開削されました。隧道工事では多
くの犠牲者を出すなど先人の血と汗で建設された歴史のある用水施設です。地元小学
生も総合学習の対象として見学に訪れその歴史を学んでいます。

十日町市 中里土地改良区
隧道
用水路

神明洞門

　神明洞門は十日町市下組地域の農地60haを灌漑するための用水施設です。今から300
年以上前に新田開発のために掘られた用水トンネルで、落盤事故で多くの死傷者を出
す難工事だったと伝えられています。現在も地域の貴重な用水として、地元の人々が
苦労しながらトンネル内の土砂の撤去などの維持管理を行っています。

十日町市下組
十日町土地改良区

下組水利組合
用水路

芝倉沢水路

　十日町市清田山、下山、重地(じゅうじ)集落の農地36haと生活を支える用水施設で
す。昭和31年に完成した全長7kmの山腹水路で、トンネル6か所のうち4か所は手掘りト
ンネルで地元では難工事に関わった先人の苦労を語り継ぎ大切に管理しています。 十日町市清田山 芝倉沢水路利用組合 用水路

７０．隧道に先人の苦労を偲ぶ 柴倉沢水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

６９．江戸初期から十日町 下組の美田を潤す 神明洞門

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

６８．江戸天明の昔から中里の段丘潤す用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

６７．先人の夢を叶えた 留山ダム

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

６６．十日町 川西の河岸段丘を潤すダム群

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



福島江用水路
取水口

　福島江用水路取水口は信濃川の妙見堰にあります。福島江用水路の取水口は幾たび
も位置が変わりましたが、平成２年妙見堰が建設される際に現在の位置に造られ毎秒
最大24㎥を取水しています。直下流の福島江隧道は老朽化が進んだため毎年補強工事
が行われています。

長岡市妙見
福島江刈谷田川大堰
土地改良区連合 用水路

福島江用水路

　福島江は信濃川の妙見堰から農業用水を取り入れ信濃川右岸の長岡市から三条市に
至る農地7,160haを灌漑する用水路です。江戸慶安4年（1651）に福島村(長岡市福島
町)の庄屋桑原久右衛門が長岡藩の許しを得て３年の歳月と莫大な労力や資材を投じ
20kmの水路を完成させたことから、久右衛門の出身地の名を取り福島江と名付けられ
ました。その後、現在に至るまで用水路の延伸や改良が重ねられ、長岡の市街地では
両岸に桜が植えられ市民に親しまれています。長岡市下々条町には桑原久右衛門の業
績を讃える記念碑が建立されています。

長岡市妙見町～
池之島、大口

福島江土地改良区
連合

用水路

山北用水路

　山北水路は昭和26年に完成した福島江の支線用水路です。福島江から取水後、長岡
市住吉町から乙吉町までの約４kmは口径1,100mmの送水管を地中に埋設し、その上部は
散策路「マイロード長岡」として近隣住民の憩いの場として利用されています。 長岡市麻生田ほか 福島江土地改良区 用水路

月ノ木用水隧道

　月ノ木用水隧道は長岡市小国町千谷沢の棚田20haを灌漑する用水施設です。山裾を
流れる水路の維持に苦労していた地域の農民自らが昭和13年から4年をかけて300mのト
ンネルを掘ったエピソードが語り継がれています。地域では今もこの用水を愛着を
もって保全し、子どもたちの学習や地域コミュニティ活動の場として活用していま
す。

長岡市小国町 月ノ木用水組合 隧道

大江用水路
(鴉ヶ島隧道)

　大江用水路は江戸慶安２年(1649)から開削が始められた刈谷田川左岸の農地430haを
灌漑する延長12.7㎞の用水施設です。農業用水の不足や刈谷田川が氾濫するたびに取
入口を改修し上流に水源を求めてきました。中でも延長330mの鴉ヶ島隧道は明治38年
(1905)に開通したトンネルで、現在も地域の人々が中に入って江ざらいや点検を行っ
て大切に管理しています。

長岡市鴉ヶ島 福島江土地改良区 用水路

大沼排水機場

　長岡市中之島地域の水田地帯の北側には赤沼潟という潟湖が広がり湛水の常襲地域
でした。潟湖の水位を下げるため、江戸延宝5年(1677)に潟の出口を信濃川から刈谷田
川へ切り替えるなどの工事を行ってきました。明治32年(1899)、明治42年(1909)、明
治43年(1910)に各地域に次々と排水機が設置され、昭和3年(1928)には初代の大沼排水
機場が設置され、潟湖は次第に水田が広がる耕地へと変わっていきました。現在の排
水機場は、平成11年に県営事業によって建設されたもので4代目になり、この地域の農
地や集落を洪水や湛水被害から守っています。

長岡市下沼新田 中之島土地改良区 排水機場

八丁潟排水機場

　八丁潟は長岡市新組町、大黒町、福島町にまたがる湿地帯ですが、戊辰の役で河井
継之助が一旦奪われた長岡城を、官軍の虚をついて八丁潟を渡って奪還したことから
名前が知られるようになりました。この地域では昭和27年から排水改良が進められ、
猿橋川へ排水する施設が多く造成されました。八丁潟排水機場は昭和55年に改築さ
れ、1,533haの農地や集落を水害から守っています。

長岡市新組町 長岡市 排水機場

７５．戊辰の役ゆかりの八丁潟を守る排水機場

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

７４．江戸延宝の夢を叶えた 大沼排水機場

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

７３．江戸慶安の時代から地域を潤す 大江用水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

７２．小国の農民が語り継ぐ 月ノ木用水隧道

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

７１．市民の憩う桜並木の福島江

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



水田揚排水機場

　秋葉区西部の農地1,806haに灌漑する農業用水を信濃川から取水する取水機能と田上
地域からの排水も同じポンプを使って行う排水機能を兼ね備えた珍しい施設です。 新潟市秋葉区 新潟市

用水機場
排水機場

水田幹線用水路

　水田揚水機場からの農業用水を秋葉区西部の農地1,806haに灌漑する延長6,335ｍの
幹線水路です。 新潟市秋葉区 新津郷土地改良区 用水路

車場揚水機場
　秋葉区北西部の農地1,096haに灌漑する農業用水を小阿賀野川から取水する施設で
す。 新潟市秋葉区 新潟市 用水機場

車場幹線用水路

　車場揚水機場からの農業用水を秋葉区北西部の農地1,096haに灌漑する延長2,100ｍ
の幹線水路です。 新潟市秋葉区 新津郷土地改良区 用水路

一之堰
(新津堰)跡地

　一之堰は1533年（天文2）年、澤田半右衛門が創始した新津で最も古い用水堰で、能
代川を堰上げ右岸全体耕地に用水を取入れるために設けられました。初めは新津堰ま
たは草水堰と言われていましたが、下流にも堰が出来るようになると上流から順に一
之堰、二之堰、三之堰と呼ぶようになりました。一之堰、二之堰は1967年（昭和42）
年の阿賀用水完成により使命を終えました。三之堰も、水害を機に能代川分流工事が
行われ、1975（昭和50）年に撤去されました。現在は、一之堰の跡が能代川分流記念
公園の中に残っています。

新潟市秋葉区草水町 新潟市 頭首工

大秋排水機場
覚路津
排水機場

　大秋排水機場、覚路津排水機場は信濃川、小阿賀野川、能代川、五社川、新津丘陵
に囲まれた流域6,810haの排水施設です。地域は輪中地形で長く水害に悩まされていま
したが、昭和42年8月28日の羽越水害を契機に国営新津郷農業水利事業によってこれら
の排水機場が建設され郷内の湛水被害の軽減に貢献しています。

新潟市秋葉区大秋
新潟市秋葉区覚路津

新潟県 排水機場

福島潟

　江戸時代に阿賀野川が松ヶ崎で日本海へ注ぐようになって福島潟干拓の歴史が始ま
ります。国営事業で昭和36年に新井郷川排水機場が完成すると昭和41年から干拓事業
が進められました。169ヘクタールの農地が生まれ潟の北側を遊水池として昭和50年
（底地の登録年。干拓工事は昭和52年3月に完了）に完工しました。現在、遊水池部分
は土地改良施設かつ、一級河川新井郷川で国の天然記念物に指定されるオオヒシクイ
の我が国最大の越冬地でありオニバスの北限の生息域となっています。その他、絶滅
危惧の13種の植物も確認される自然豊かな湿地となっています。環境省の「日本の重
要湿地500」、「21世紀に残したい日本の自然100選」、「にいがたの景勝100選」、
「かおり風景100選」に選定され、四季を通じ多くの来訪者があります。

新潟市北区新鼻
豊栄土改

(管理受託)
調整池

新井郷川
排水機場

　新井郷川排水機場は福島潟の水位を安全に保つため24時間排水運転しています。現
在の施設は平成7年に完成した2代目の機場で毎秒110㎥を排水する能力があります。 新潟市北区濁川 新潟県 排水機場

沢海揚水機場

　沢海揚水機場は満願寺閘門（こうもん）の直下流から亀田郷の農地2,590haに灌漑す
る取水施設です。地盤沈下に起因した施設障害を解消するため平成16年度から更新が
進められ、平成22年4月からは4代目の機場が稼働しています。 新潟市江南区 亀田郷土地改良区 用水機場

両川用水路

　両川用水路は小阿賀野川から両川揚水機場で取水した農業用水を送水する施設で
す。水路改修の際に地域でワークショップを行い、江戸時代に有名だった「亀田縞」
を復活させようとその原料となる綿を栽培することにしました。亀田縞は綿を太く
よって藍染めをした丈夫な生地で1970年頃まで農作業用の着物に使われました。

新潟市江南区 亀田郷土地改良区 用水路

西線用水路
　西線用水路は信濃川から舞潟揚水機場で取水した農業用水を送水する施設です。冬
期には全国初の環境用水も流れる水路です。 新潟市江南区 亀田郷土地改良区 用水路

海老ヶ瀬用水路

　海老ヶ瀬用水路は竹尾揚水機で鳥屋野潟から取水し海老ヶ瀬地域に送水する施設で
す。市街化が進む中、水路脇にアジサイの植栽を行い地域に潤いの空間を提供してい
ます。近くには絶滅危惧種に指定されているミズアオイ(水生植物)が発見され住民ぐ
るみの保全活動が進められています。

新潟市東区 亀田郷土地改良区 用水路

舞潟揚水機場
清五郎排水路
新堀排水路
大堀排水路
鍋潟排水路

　輪中地帯である亀田郷では灌漑用水の取水が終わると、水路や河川、それらが集ま
る鳥屋野潟の水質の悪化が課題でした。このため、新潟市は全国初の水質改善のため
の水利権を取得し用水路などを使って冬期間も用水を流しています。農業水利施設が
地域の水環境や動植物の生息環境の保全、潤いのある地域づくりにも貢献していま
す。

新潟市江南区 亀田郷土地改良区
用水機場
排水路

清五郎排水路
ワンド

　ワンドとは川のよどみや水たまりのようなところです。清五郎排水路の下流部に水
質の浄化や生態系の保全を目指し平成15年に650㎡のワンド(湾処)を設けました。環境
用水によって冬季も水が流れるため、現在では地域住民の手で植えられたハス、セ
リ、キショウブとともに自生するガマやコウホネが植物群落をつくり、イトトンボ、
コイ、フナなど多様な水辺の生物が生息しています。

新潟市江南区 亀田郷土地改良区 排水路

清五郎排水路
丸潟あじさい

　「水辺の宝づくり」として丸潟新田地区の住民が清五郎排水路の改修計画づくりか
ら参加して作り上げた水路です。その際、植えたアジサイが初夏の風物として地域の
評判を呼び、手作りの灯籠を並べる「あじさい灯籠まつり」となりました。 新潟市江南区 亀田郷土地改良区 排水路

清五郎排水路
丸潟再生湿地

　環境用水によって冬季も水が流れるため、新潟大学と地域が連携して休耕田を利用
した湿地の再生(再生湿地)に取り組んでいます。排水路と湿地をつなぐ魚道が設置さ
れ水と緑のネットワークができたこともあって湿地を好む多様な動植物が集っていま
す。

新潟市江南区 亀田郷土地改良区 排水路

７６．さつきの里 新津郷の農業を支える用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

７８．オオヒシクイの越冬地 福島潟を守る排水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

７７．新津郷の農地や集落を守る排水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

８０．全国初の環境用水流れる水利施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

７９．芦沼の里 亀田郷の農業を支える用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



親松排水機場

　親松排水機場は最大毎秒60㎥を排水し24時間稼働する亀田郷の最も重要な排水施設です。
前身の栗ノ木排水機場が昭和23年に完成したことで亀田郷は芦沼（あしぬま）から美田や市
街地の広がる地域となりましたが、昭和39年新潟地震を契機に栗ノ木排水機場の機能が低下
したため、昭和43年現在地に毎秒60㎥の親松排水機場が建設されました。平成19年更新され
た２代目親松排水機場は今も亀田郷を守る最も重要な排水施設で24時間休まず稼働していま
す。平成24年7月29日には皇太子殿下から行啓いただきました。

新潟市江南区 新潟県 排水機場

横越排水路

　横越排水路は通称「すごぼり」と呼ばれ新潟市江南区(旧横越町、旧亀田町)から鳥屋野潟
に向って流れる排水施設です。このような排水路が整備され適切に維持されることで郷内は
湛水被害から守られています。下流3.5kmには420本の桜並木が続き、毎年ぼんぼりが灯る夜
桜の名所となっていますが、この並木は不法投棄から排水路を守ろうと地域の方々自らが平
成元年に植栽したもので環境保全の先駆けとなった取組の成果です。

新潟市江南区 亀田郷土地改良区 排水路

新堀排水路
　日東道を交差して鳥屋野潟へ流れる亀田郷南西側の重要な排水路です。ゆったりとした水
辺景観の中に散策や釣りを楽しむ市民がいます。 新潟市江南区 亀田郷土地改良区 排水路

栗ノ木排水機場
跡地

　亀田郷の湛水をなくすため昭和23年に造られた毎秒40㎥を排水した栗ノ木排水機場の跡地
です。この機場によって芦沼と呼ばれた亀田郷の農業と暮らしは画期的な転換を遂げました
が、昭和39年新潟地震を契機に栗ノ木排水機場の機能が低下したため、昭和43年親松排水機
場にその役割を譲りました。ここには機場基礎や閘門の一部が残り往時を忍ぶことができま
す。

新潟市東区 国土交通省 その他

新川河口
排水機場

　新川河口排水機場は西蒲原地域での洪水を日本海へ吐き出す我が国最大級の排水機場で昭
和46年から稼働しています。排水ポンプの大きさは直径4.2mで最大毎秒240㎥を排水でき建設
当時は東洋一と言われていました。洪水時には常時開けている水門を閉じ、この排水ポンプ
を運転することで西蒲原地域28,289haの農地や集落を守っています。

新潟市西区
新潟県

(管理受託)
排水機場

新川右岸
排水機場

　新川右岸排水機場は新川下流部の右岸地域1,420haの排水を行う施設です。昭和28年建設後
60年近く経過したため平成24年7月新機場にその役割を引き継ぎました。24時間常時運転する
ことで今も地域の農地や集落を守っています。

新潟市西区
新潟県

(管理受託)
排水機場

七穂排水機場

　七穂排水機場は旧味方村、旧潟東村地域3,070haの排水を行う施設です。従来、この地域の
排水は新川右岸排水機場の排水区域でしたが、50年に1回の大雨にも対応できるよう中ノ口川
へ排水する施設として昭和62年に国営事業で建設されました。直径2.2mのポンプ４台で最大
毎秒46㎥を排水することができます。

新潟市南区吉江
新潟県

（管理受託）
排水機場

小新排水機場

　小新排水機場は新潟市西区の黒崎、小新地区1,570haの排水を行う施設です。ブランドの黒
埼茶豆が栽培され市街化も進むこの地域にとって重要な排水施設です。 新潟市西区

新潟県
(管理受託)

排水機場

鎧潟排水機場

　鎧潟排水機場は西蒲原中央部にあった鎧潟やその周辺農地2,700haを排水する施設です。昭
和33年から始まった国営鎧潟干拓事業の基幹排水施設で葦原の生えていた鎧潟272㏊が干拓さ
れました。現在この地域には新潟県立農業大学校が建てられ明日の新潟県農業を担う若い人
材が育っています。

新潟市西蒲区
新潟市

(管理受託)
排水機場

田潟排水機場

　田潟排水機場は新川左岸地域1,140haを排水する施設です。昭和23年ポンプ3台を設置して
以来、昭和33年県営でポンプ増設、平成8年国営事業で既設ポンプ２台を廃止し４台を増設し
ました。田潟は大潟、鎧潟とともに西蒲原の三潟と呼ばれる潟湖でしたが、低平地での農業
を維持するために弛まぬ排水改良が続けられています。

新潟市西区田潟
新潟市

(管理受託)
排水機場

旧木山川
排水機場

　旧木山川排水機場はこの流域が慢性的な排水不良地域で新川からの溢水が度々あったため
昭和32年に常時排水施設として建設されました。昭和30～40年代の中ノ口川流域の地盤沈下
で排水機能が低下したため昭和50年第2排水機場を建設し、更に平成2年からは第3排水機場の
建設を行って防災機能を向上させています。

新潟市西蒲区遠藤
新潟市

(管理受託）
排水機場

広通江
旧広通江

　広通江、旧広通江は新旧ではなく兄弟水路で、ともに西川の西側地域の排水を新川へ流す
排水路です。それぞれ違う地域の排水を受け持ち並行する区間では水面の高さで役割の違い
がわかります。

新潟市西区
新潟県

西蒲原土地改良区
排水路

横江排水路
　横江排水路は新潟市西蒲区黒鳥から小新地域を排水する水路で小新排水機場から西川へ排
水されます。水辺に親しめるようふれあい遊歩道が整備されています。 新潟市西区黒鳥 西蒲原土地改良区 排水路

西蒲原排水
中央管理所

　西蒲原排水中央管理所は西蒲原地域の排水機場、河川水門、用水機場、頭首工などの50施
設を集中管理する施設です。西蒲原土地改良区では多くの施設を管理するために大変な苦労
をしていましたが、中央管理所の設置によって各施設と専用の光ケーブルで結ばれたことで
正確な施設操作が可能となり、水位や雨量情報の一元管理、100台以上のカメラによる施設監
視と併せて、より安全・確実な施設管理を行えるようになりました。

新潟市西蒲区
新潟県

(管理受託)
その他

松橋揚水機場

　松橋揚水機場は中ノ口川から取水し白根郷北部の農地200㏊を灌漑するための用水施設で
す。昭和39年に建てられ白根郷で唯一残る木造の建物からは昭和の懐かしさが感じられま
す。

新潟市南区 白根郷土地改良区 用水機場

白根排水機場

　白根排水機場は白根郷の最北に位置し、洪水時には４台のポンプで最大毎秒38㎥を中ノ口
川へ排水する重要な施設です。昭和49年地盤沈下対策事業によって建設されて以降、24時間
常にポンプを運転し白根郷の農業や暮らしを守っています。現施設は平成19年国営事業に
よって更新された２代目の施設で、中部、萱場排水機場への運転指示もここから行います。

新潟市南区 新潟県 排水機場

中部排水機場
　中部排水機場は白根郷の中央部に位置し、昭和52年に地盤沈下対策事業によって建設され
ました。平成14年国営事業によって増強され、洪水時には４台のポンプで最大毎秒43㎥を排
水します。

新潟市南区 新潟県 排水機場

萱場排水機場
　萱場排水機場は白根郷の南に位置し、平成11年国営事業によって新設された機場です。洪
水時には３台のポンプで最大毎秒28㎥を排水します。 新潟市南区 新潟県 排水機場

大平堤

　大平堤は見附市元町の農地66haを灌漑するための貯水施設です。大庄屋小林六左衛門が江
戸享保16年(1731)本所組11ケ村の水不足を補うため延べ3,500人を動員し２年かけて造りまし
た。池の周辺は大平森林公園として整備され見附市民の憩いの空間となっています。

見附市内町 刈谷田川土地改良区 ため池

８２．穀倉 西蒲原の農地や集落を守る排水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

８１．芦沼を美田に変えた排水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

８４．ルレクチェの里 白根郷の農地や集落を守る排水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

８３．板壁に昭和の薫る 松橋揚水機場

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

８５．市民の憩う 見附 大平堤

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



刈谷田川大堰
頭首工

　刈谷田川大堰から取水された農業用水は見附市の3,300ha農地を灌漑しています。江
戸明暦年間（1655～1658）に杭を打ち木の枝や萱などで水を堰き止めた草堰が築かれ
たことが始まりです。秋には船を通すため堰を壊し、一度洪水にあえば堰はひとたま
りもありません。明治41年煉瓦造りの閘門が造られ幾多の改良が重ねられた後、昭和
47年水門を開閉できる近代的な可動堰に改良されました。

見附市上新田 刈谷田川土地改良区 頭首工

昭和江揚水機場

　刈谷田川大堰から上流5ｋｍほどの刈谷田川右岸の見附市葛巻地内に設置された用水
機場で、ここから取水された農業用水は昭和江を流れ見附市昭和町、新潟町から三条
市の大面、帯織に至る地域の農地1,121haを潤しています。 見附市葛巻町 見附市 用水機場

大浦新田頭首工

　大浦新田頭首工は三用(みよう)川左岸の農地40haを灌漑するための取水施設です。
三用川改修により平成20年に石積み護岸で改修された施設で、背景には越後三山の美
しい景色が広がります。農業用水のほか多目的に利用され、地域の暮らしになくては
ならない施設です。

南魚沼市雷土新田 大和郷土地改良区 頭首工

水無川頭首工

　水無川頭首工は魚野川東部の通称八色原の農地400haを灌漑するための取水施設で
す。現在の施設は平成8年に完成した２代目で洪水調整を自動で行う機能をもち融雪や
梅雨の異常出水に備えています。 南魚沼市大倉 大和郷土地改良区 頭首工

大和揚水機場

　大和揚水機場は魚野川東部の通称八色原の農地600haを灌漑するための取水施設で
す。国営魚野川東部開拓建設事業で昭和43年建設され40年以上が経過する現在も現役
で活躍しています。 南魚沼市海士ケ島新田 大和郷土地改良区 用水機場

三国川頭首工

　三国川頭首工は三国川流域の農地900haを灌漑するための取水施設です。昭和40年に
始まった国営魚野川東部開拓建設事業でこれまでの堰を統廃合して造られ、五条土地
改良区の7割の農地を灌漑するほか平成4年からは南魚沼地域の水道水を取水していま
す。

南魚沼市舞台ほか 五城土地改良区 頭首工

五城発電所

　五条発電所は水路式の発電所で平成12年運転を開始しました。三国川頭首工から取
水した農業用水の落差を有効利用し、土地改良施設の操作に必要な電力を供給するこ
とで維持管理費を軽減しています。 南魚沼市畔地新田 五城土地改良区 発電所

宇田沢川頭首工

　宇田沢川頭首工は宇田沢川流域の農地190haを灌漑するための取水施設です。農地に
霊峰八海山から流れる清らかな水が美味しい魚沼米の生産を支えています。 南魚沼市山口 五城土地改良区 頭首工

８６．刈谷田川右岸の農業を支える用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

８８．開拓の稔りもたらす 八色原の用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

８７．越後三山の緑を眺む取水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

９０．霊峰八海山からの流れを水源とする取水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

８９．小水力発電のある 三国川の用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



魚野川頭首工
天野沢揚水機場

　魚野川左岸地域は地元では西山と呼ばれます。昭和22年から昭和36年まで続いた国
営六日町開拓建設事業によって旧塩沢町、旧六日町、旧大和町に至る572haの開田(通
称西部開田)が行われ、魚野川頭首工から取水した農業用水を天野沢揚水機場で全長
15kmの幹線用水路へ送水し開田地区を含む農地701haを灌漑しています。

南魚沼市中 南魚沼土地改良区
頭首工
用水機場

よし八池

　よし八池は明治33年に建設された灌漑のための水源施設です。堤を固める作業の際
に歌われたカメカチ唄が地域の郷土芸能として残っています。標高750ｍに位置してお
り雪解け水が水源で透明度が高く、周囲は親水公園として遊歩道や東屋が整備され憩
いの場となっています。

妙高市上小沢  葭八用水組合 ため池

荒川頭首工

　荒川頭首工は3,340㏊の農地に必要な農業用水と胎内市の水道水を取り入れる施設で
す。荒川は平成20年環境省が公表した「平成の名水百選」に選ばれるほど水質が良く
銘柄米「岩船産コシヒカリ」の灌漑に利用されます。現在の施設は昭和42年8月28日の
羽越水害の復旧事業で造成され昭和48年3月に完成しました。国道113号線に隣接する
ため車窓からも眺められます。

村上市花立 新潟県 頭首工

雨俣用水路
　雨俣用水路は荒川頭首工で取り入れた農業用水を左岸幹線用水路から分水し下流
412haに灌漑する用水路です。水路沿いには桜が植樹され憩いの場となっています。 村上市花立 荒川沿岸土地改良区 用水路

岩鼻幹線用水路

　岩鼻幹線用水路は荒川頭首工から取り入れた農業用水を右岸1,224㏊に灌漑する用水
路です。水路沿いには桜が植樹され憩いの場となっています。 村上市葛籠山 荒川沿岸土地改良区 用水路

岩鼻1号支線
用水路
円筒分水工

　岩鼻一号支線用水路円筒分水工は岩鼻幹線用水路から分水した用水を150haの地域に
正確に分水する目的で造られました。その後、ほ場の整備が行われたため分水施設と
しての役割は終えましたが、施設は今も残され灌漑期には勢いよく用水が沸き出して
います。JR羽越線に近く車窓からも眺められます。

村上市平林 荒川沿岸土地改良区 用水路

旧岩鼻用水
取水口

　旧岩鼻用水取入口は荒川頭首工から500m上流右岸にあり安定的に農業用水を取り入
れるために大正4年に完成しました。取入口から236mの手掘隧道を経て岩鼻用水として
利用されていましたが、昭和33年に旧荒川頭首工（昭和42年羽越水害で被災し廃止)が
完成しその役目を終えました。施設完成を喜ぶ農民の様子が記念写真に残されていま
す。

村上市小岩内 荒川沿岸土地改良区 用水路

神納用水路

　神納用水路は荒川頭首工から取水した農業用水を荒川右岸632haに灌漑する水路で昭
和10年に完成しました。遠くの農地へできるだけ早く水を届けるため10ヶ所のトンネ
ルが造られています。 村上市神林 荒川沿岸土地改良区 用水路

乙用水路
円筒分水工

　乙用水路円筒分水工は160haの地域に農業用水を正確に分水する目的で造られまし
た。その後、ほ場の整備が行われたため分水施設としての役割は終えましたが、施設
は今も残され灌漑期には勢いよく用水が沸き出しています。 村上市長政 荒川沿岸土地改良区 用水路

三面川左岸
頭首工

　三面川左岸の農地1,100㏊に灌漑するための取水施設です。昭和27年から41年にかけ
て三面川左岸用水路とともに整備され、昭和39年の新潟地震や昭和42年の羽越水害に
も耐え今も現役です。秋、三面川を遡る鮭は全国に知られ村上には様々な鮭文化が根
付いています。

村上市新屋 三面川沿岸土地改良区 頭首工

山辺里ホタル
水路

　山辺里ホタル水路は平成15年に整備された石積護岸の排水路です。蛍舞う里の復活
に期待を込めてホタル水路と名付けられ地域の人々に心和む親水空間を提供していま
す。

村上市下山田 三面川沿岸土地改良区 用水路

９２．カメカチ唄が伝わる 妙高 よし八池

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

９１．西部開田を潤す 南魚沼の用水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

９３．平成の名水百選 清流 荒川の取水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

９４．鮭遡る 清流三面川の取水施設

９５．蛍 夢見る 村上 山辺里の排水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別



大須戸温水
ため池

　大須戸温水ため池は大須戸地域の農地28㏊に水稲の苗にやさしい温んだ水を供給す
る貯水施設です。平成2年の改修時に併設された公園は地域住民や写真愛好家の憩いの
場となっています。 村上市大須戸 三面川沿岸土地改良区 ため池

中野1号堤

　中野１号堤は旧朝日村中野地域の開墾地50㏊を灌漑するための貯水施設です。大正
10年、当時石油王と言われていた金津村（新潟市秋葉区）の中野貫一が私財を投じ建
設しました。均一型アースダム形式で、湖面の温かい水を取り入れるためフロート式
の取水口が設置されています。

村上市朝日中野 三面川沿岸土地改良区 ため池

とら堤
(有明ため池)

　とら堤（有明ため池）は村上市有明の農地3㏊への灌漑の他、指合(さしあわせ)地区
への補給用水として利用されている貯水施設です。ため池に伝わるおとらさんの悲し
い物語からとら堤と呼ばれています。昭和10年に神納(かんのう)用水路が完成するま
では100㏊の農地に灌漑する重要な水源でした。現在、ため池の周囲は公園として水性
植物園や遊歩道などが整備され、美しい景観と憩いの場を提供しています。

村上市有明 村上市 ため池

松沢上通り堤

　松沢上通り堤は松沢集落の農地14㏊に農業用水を補給する貯水施設です。上下２つ
のため池があり、池の周囲には植樹などの整備も行われ生き物調査や地域の様々な活
動に利用されています。晩秋には池に繁殖した沼エビを集落の人々が総出で捕り、沼
エビを使った料理が各家庭の食卓を飾ります。

村上市松沢 松沢区長 ため池

越沢頭首工

　越沢頭首工は葡萄(ぶどう)川上流にある取水施設です。取入れた用水は両岸に広がる農地
を灌漑するとともに、冬期には集落の防火用水にも利用されています。水量の調節の他、水路
の泥上げや藻の除去など地元で大切に管理しています。 村上市越沢ダンダラ 越沢営農組合組合長 頭首工

矢作排水路

　矢作排水路は弥彦村矢作地域の排水を御新田（おしんでん）放水路に流す排水施設
で昭和55年に造られました。水路敷地には平成6年地元集落によって桜が植樹され、地
元ボランティアが管理する桜並木は春には菜の花とともに見事なコントラストを描い
ています。

弥彦村 西蒲原土地改良区 排水路

山岸下江

　山岸下江は弥彦村山岸地区を流れる排水施設です。ギギとは川や湖の大きな石の下
に潜む淡水魚で胸びれのトゲとその付け根の骨をこすりギーギーと独特の音を出しま
す。田植えが終わる頃、ギギ、フナ、コイ、メダカ、ナマズ、石亀などが水路を行き
交い、飛び跳ねる魚たちにやさしい水路です。

弥彦村山岸 山岸環境協議会 排水路

９６．冷水を温めて流す 大須戸温水ため池

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

９８．おとらさん伝説残る とら堤

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

９７．開墾の偉人を慕う 中野１号堤

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

１００．越沢の緑に融ける取水施設

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

９９．郷土の味覚 沼エビの棲む 松沢上通り堤

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

１０２．最北のギギ棲む 山岸下江

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別

１０１．弥彦の里を守る 矢作排水路

施設名 施設の概要、特徴 所在地 管理者 種別


